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〃 〃　　　→　　　〃 6 十42 5 （〃） v－Andromedid．
7 2　　0　→3　3042 十41．5 6 （〃） β一Perseid．
〃 2　45　→3　5532．5十38 3 （Ha） β一Triangulid．
〃 2　45　→3　55 1
8 1　30　→3　359 十41 2　5 （〃） v－Andromedid．
9 1　40　→・3　55 2
8 20　20　→23　10214．5十32．5 11 （Ts） Boot｛d．
〃 〃　　　→　　　〃 247十16．5 5 （ク） Y－Herculid。
9 2h　18m 4 十29 1 （Ta） 停正流星
〃 2　　0　→3　3043 十42 6 （Ts） β一Pers6id・
10 3　　5　→3　45341十16 4 （Ko） ぼ一Pegasid．（不良）
16 20　30　→21　0217十26．5 9 （Ts） ∈＿Bootid．
17 1　25　→3　40316十5 6 （Ko） ㏄一Equid．
〃 〃　　→　　〃 348．5十22 5 （〃） Pegasid．
〃 2　　0　→3　3034 十46 6 （Ts） γ一Andromedid，
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かんむり （C。⇒ の　R　154428 1929
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不正確の　K：m氣味
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　　　　　　攣光星課より
　AG　AurigaeイタリーのBemporad
か晶晶乾板より襲見し1927年2月1日よ
り現在有藪の憂光星眼覗観測者のG．B．
Lacchiniが藪十日観測し略百日差週期を
有してみる事を確めた，それで34．1927
AUr．なる假の名が與へられてるたが同
年11月9日獲行の攣光星命名虚心24號で
AG　Aur．ε命名された．その後三，四人
の眼病観測や光度計観測が時々行はれk
が，今迄最もよく綾いてるるのはうキニ
のものである．別圏はその全光度曲線で
あって1928年の8月よりの小山の光度曲
線ε明瞭な系続的差異が認められるが，
これは比較星の光度の探り方によるの
か，又は詠人の眼の色に封ずる感じの差
によるのだらう，
　最近ラキニはBZ16，（1929）上に1927
年2月1日より1929年4月16日1迄99個の
自分の観測より普通のミラ型S考へるよ
りはRV　Tauri型ミした方がよいミ述べ
てみる．愈々以って興味が湧いて來た課
である．
　観測用星圖も掲げておいた．週期の
934ロは卒均の値にすぎないのであって
その不同は光度曲線を見れば直ぐ解る．
分光型はMoであるがあまり観測しや
すくなく不揃である．併し慣れば目立つ
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て揃って來る．見付けにくいので二つも別に小さな案内岡を入れた．
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　比　　較
監1：81
d　9．40
窒、8：ll
藍｝8：器
k　ll．14
1　11．35
星
m　ll．64
n　11．76
0　12．24
p　12．40
q　12．51
r　12．62
s　12．68
t　12．82
（H．A　57）
　上の星の近くにあるのでついでに圖を入れた．
比較星の光度は別表の通り．分光型がN3であ
るのが珍しい，併し光が淡いから色は眼に付か
ぬ，
天　文　同　好　會
例　　會　　記　　事
　九月例會　豫告の通り去る九月二十二日夕七時から催された，近頃の例
會には多く甲子會館を利用したが，近頃天家學教室南館階上の講義室第33
號に適當な設備が出來たので，試に此塵に開いた．
　會する者約五十名で，山本先生の「偉血胸／ダンスの話」を承つナこ．
　今年はハaダンスの誕生三百年に當って和蘭では色々な紀念の催ある時
我々もかの偉入に就いて聞くのは大いに有意義であった．（講演要旨は別頁
記載）『三百年前の幼稚な科學を今日顧るのは，功利的な考からは一向無
意味の様にも思へるが，科學の歴史を知り，それ等の人々の言行から重大
な暗示を得るミ言ふ黙から甚だ重要である』ε言ふ前置の下に，偉人ノ、／
ダンスの生立ち，官業，望遠鏡の改良，土星の環に關する獲見，時計の研究，
測微器の製作，パリー在職中の事績等を詳しく蓮べられ，彼が第一流の科
塾者なりし事を結論せられた．
　終って，有志者で茶話會を掃いナこ．大阪其他から色々問題を持って來ら
れた方があり，暫くそれ等について語り，九時牛散心した．
